
【継続】さかた型地域材利活用促進事業 【令和３年度予算額：１０，４６７千円】

〇本市の６割を占める森林の半数以上が、樹齢５１年以上の伐採適齢期を迎えている。

○酒田産木材による住宅建設や木製品利用を促進し、森林資源の循環利用を図る。

ポイント

事 業 概 要

〇事業内容

１ さかた木づかいネットワーク事業 【継続】
川上（木を生産する：林業従事者等）から川中（木を加工する：製材業者等）、
川下（木を使う：建築関係者等）までのネットワークづくりと林業者の研修、
酒田産木材で住宅を建てる方を対象とした住宅相談会などを開催し、酒田産
木材利用の普及を図ります。

２ 杉材製材輸出協議会負担金 【新規】
木材（製材）輸出を支援することで、販路拡大を図ります。

３ 酒田産木製額縁の作成 【継続】
酒田産木材（酒田杉）で額縁を作成し、市の表彰事業において積極的に使用す
ることで酒田産木材の良さを広めます。

４ 酒田産木材使用試作品製作費 【新規】
地域産材で作製した試作品を展示公開することで、地域産材の販路拡大を図り
ます。

５ さかたの家づくり利子補給金 【継続】
過年度分融資にかかる、住宅ローンの利子の一部を補助します。

ネットワークの活動

①木材の地産地消を推進
②建て主の希望をかなえる家づくりの相談と設計
③有利な融資制度等の情報提供と斡旋
④地域経済の活性化と雇用の創出
⑤匠の技の継承

【お問い合わせ】

酒田市農林水産部農林水産課

林業振興係 ＴＥＬ43-8708

住宅を建てる方に対して
工務店が直接説明を行う
ことで酒田産木材を使っ
た住宅づくりを促進する

酒田産木製額縁

敬老寿賀記念や市主催のコ
ンテスト等で使用
裏面に「酒田杉」の焼印

家づくり相談会の様子


